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９月定例会本会議の概要
　

9
月
定
例
会
は
、
12
日
か
ら
21
日
ま
で
の
会
議
期
間
で
開
催
し
た
。

　

報
告
は
、
ま
ち
づ
く
り
株
式
会
社
の
経
営
と
平
成
29
年
度
氷
川
町
財
政
健
全

化
判
断
比
率
の
2
件
。

　

条
例
は
、
移
住
体
験
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
と
立
神
峡
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
の
2
件
。

　

予
算
で
は
、
一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
と
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
。

　

物
品
売
買
契
約
【
消
防
用
積
載
車
（
軽
四
輪
駆
動
車
2
台
）】
の
締
結
に
つ

い
て
。
決
算
認
定
は
、
平
成
29
年
度
氷
川
町
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
他
5

会
計
の
特
別
会
計
を
審
議
し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員
会
審
議
を
経
て
、
全
員
賛
成
及
び
賛
成
多

数
で
全
議
案
を
可
決
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
2
日
目
の
13
日
に
町
政
全
般
に
つ
い
て
5
人
が
登
壇
し
氷
川

町
発
展
の
た
め
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

９月定例会の一般会計補正（歳出）の主な事業内容
財政調整基金積立金 4億5,000万円
多目的広場土地購入費 3,670万円
多面的機能支払交付金 3,600万円
町道園迫2号線ほか2件道路改良工事 2,122万円
町道吉本本山線道路舗装ほか3件補修工事 1,940万円
町道氷川中南線用地ほか5本測量業務委託料 1,770万円
多目的広場整備事業実施設計業務委託料 1,497万円
有佐駅前団地内部改修工事 1,101万円
町道修繕料 940万円

一般会計補正予算

6億4,1559千円を可決

一般会計

6億4,1559千円を補正し
76億8,740万円に

主な歳入は
・地方交付税1億2,508万円は、交付決定通知による増加
・前年度からの繰越金は、3億8,465万円
・町債は、合併特例債の7,330万円
【なお、合併特例債の事業枠の起債限度額は48億700万円であるが、平成29年度末の発行済
額は30億6,150万円となっているため、発行可能な残額は17億4,550万円である。】

主な歳出の内訳
財政調整基金積立金 4億5,000万円 地方財政法に規定の平成29年度歳計剰余金の

積立てであるが、歳計剰余金の2分の1を下ら
ない額を翌々年度までに積立てることとされて
いるための計上

農林水産業費
多面的機能支払交付金

3,600万円 新たに4地区（柳江地区、東網道地区、若洲地
区、立石地区）の加入による補正（交付金は国
50%、県25%、町25%の負担割合）

土木費
　道路維持修繕費

940万円 地区要望による町道修繕が主

工事請負費
・町道島崎長溝線道路維持
修繕工事

・町道氷川堤防若洲5号線
外道路舗装補修工事

・町道旧国道2号線（宮原
小前）道路改良工事

400万円

200万円

1,350万円

地区要望によるもの

工法変更及び追加工事による補正

教育費
　設計委託料
　土地購入費

1,497万円
3,670万円

野津火葬場跡地を利用し南部グラウンドの代替、
災害の緊急避難場所及び災害ごみの一般搬入場
所として利用の約1万㎡の多目的広場を整備

平成29年度 氷川町 決算を認定

子供会、婦人会などによ
る植栽活動（鹿島地区）

水路や農道沿いの草刈り
活動（法道寺地区）

平成29年度一般会計及び特別会計決算額
会計別 歳入金額 歳出金額 差引残額

一般会計 87億8,703万5,082円 80億7,106万6,991円 7億1,596万8,091円
国保会計 25億3,154万1,321円 23億4,443万3,526円 1億8,710万7,795円
介護保険 16億2,743万0,625円 15億3,273万6,085円 9,469万4,540円
下水道事業 5億7,164万3,084円 5億5,827万8,443円 1,336万4,641円
宅地開発 449万8,952円 438万7,591円 11万1,361円
後期高齢者 1億5,174万7,914円 1億5,015万9,534円 158万8,380円

計 136億7,389万6,978円 126億6,106万2,170円 10億1,283万4,808円

氷川町 決算を認定氷川町 決算を認定一般会計
特別会計

　議会は、前年度の歳入歳出決算を審査し
て認定に関する議決を行いますが、議会が
決定した予算が適正に執行されたかどうか
を審査するとともに、行政効果や経済効果
を測定し、住民に代わって行政効果を評価
するものです。

決算の認定とは

多面的機能支払
交付金事業

平成29年度一般会計決算の概要
（１）歳入決算の状況

　一般会計歳入決算額は、87億8,703万5,082円で、前年度と比較すると10.9% の増となった。こ
れは、町税719万1,000円（0.8%）の増、株式等譲渡所得割交付金184万7,000円（120.6％）増、
自動車所得税交付金528万円（44.9%）増、国庫支出金1億2,329万7000円（15.2%）増、財産収入
51万円（7.1%）増、繰越金1億1,611万5,000円（24.7%）増によるものである。
　自主財源は、23億5,387万1,147円で前年度比5.9% 増となった。これは、町税と財産収入、繰越
金の増によるものである。
　町税は、9億5,522万6,320円（対前年度比100.8%）であり、税目別にみると、町民税（個人）
105万4,534円（0.3%）減、町民税（法人）379万7,027円（15.1%）増、固定資産税987万9,453
円（2.3%）増、軽自動車税176万4,383円（4.3%）増となり、町たばこ税713万7,393円（7.6%）
減となっている。
　不納欠損は171件、金額3,721,246円と前年度より443,491円多くなっている。
　依存財源は、64億3,316万3,935円で、前年度より12.9%増となっている。
　歳入決算総額の33.6% を占める地方交付税は29億5,465万3,000円で、前年度より1.7% の減と
なった。

（２）歳出決算の状況

　一般会計歳出決算額は、80億7,106万6,991円で前年度に比べ7億3,597万2,786円10.0%増であっ
た。また、予算現額93億7,578万6,000円に対する執行率は86.1% であった。予算現額から平成30
年度への繰越明許費として繰り越された額の9億990万9,000円を差し引いた執行率は95.3%である。

　繰越明許費繰越額の主なものとしては、農林水産業
費では、産地パワーアップ事業費5億82万4,000円、
土木費では町道氷川中南線道路改良工事費600万円及
び事故繰越しは、被災農業者向け経営体育成支援事業
費7,896万5,000円で合計9億990万9,000円が繰り越
された。

（３）収支状況

　実質収支額は、6億8,470万91円で、実質収支比率
は16.5%であった。
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一般質問

議
員　

今
年
の
夏
は
異
常
と
も

言
え
る
猛
暑
、
酷
暑
が
続
き
、
気

温
が
35
度
以
上
の
猛
暑
日
が
熊

本
市
は
41
日
間
も
あ
っ
た
。
高
温

注
意
報
が
出
て
い
た
愛
知
県
内

の
小
学
校
で
校
外
学
習
が
実
施

さ
れ
児
童
が
熱
中
症
で
死
亡
す

る
事
故
が
起
き
た
。
文
科
省
は
こ

の
事
故
を
受
け
、
全
国
の
教
育
委

員
会
に
「
熱
中
症
事
故
防
止
対
策

を
取
る
よ
う
に
」
通
知
を
出
し
た

が
、
本
町
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
ら
れ
た
か
。

　

小
中
学
校
の
空
調
設
備
エ
ア

コ
ン
設
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。
本
年
度
空
調
設
備
設
置
に
向

け
て
予
算
化
を
さ
れ
た
が
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
一
日
も

早
く
全
教
室
に
空
調
設
備
を
設

置
す
べ
き
で
あ
る
。

学
校
教
育
課
長　

本
町
の
熱
中

症
防
止
対
策
は
、
各
校
で
気
象
庁

が
発
表
す
る
情
報
や
環
境
省
の

熱
中
症
予
防
情
報
サ
イ
ト
の
暑
さ

指
数
等
の
情
報
に
十
分
留
意
し
、

環
境
状
況
に
配
慮
し
た
活
動
を
実

施
す
る
事
と
し
て
い
る
。

　

各
校
で
水
筒
持
参
も
指
導
し
、

首
に
巻
く
保
冷
材
の
配
布
着
用
、

大
型
扇
風
機
の
使
用
、
屋
外
授
業

の
際
は
木
陰
に
、
な
ど
の
指
導
を

行
っ
て
い
る
。
中
学
校
は
体
育
祭

の
練
習
を
午
前
中
に
設
定
す
る
な

ど
配
慮
と
工
夫
を
し
て
い
る
。

　

小
中
学
校
の
空
調
設
備
は
保
健

室
、
図
書
室
、
パ
ソ
コ
ン
室
、
一

部
の
特
別
教
室
と
職
員
室
に
設
置

し
て
い
る
が
普
通
教
室
、
特
別
教

室
に
は
設
置
し
て
い
な
い
。

　

中
学
校
の
空
調
設
備
設
置
工
事

は
平
成
31
年
度
を
予
定
、
小
学
校

は
設
置
工
事
を
32
年
度
と
し
て
い

る
。

　

現
在
の
酷
暑
状
況
も
あ
り
、
子

ど
も
達
の
管
理
や
良
好
な
学
習
環

境
を
整
え
る
手
段
が
喫
緊
で
あ
る

こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。

　

今
回
の
国
の
補
正
予
算
に
合
わ

せ
、
一
年
前
倒
し
で
今
年
度
補
助

金
交
付
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て

い
る
。

議
員　

エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
た
大

阪
の
茨
木
市
で
は
、
学
力
学
習
状

況
調
査
の
結
果
、
設
置
前
よ
り
設

置
後
が
学
力
は
あ
が
っ
て
い
る
と

い
う
結
果
が
出
て
い
る
。

教
育
長　

そ
う
い
う
効
果
が
確
か

に
出
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
一

日
も
早
く
取
り
組
み
が
な
さ
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
参
り
た
い
。

議
員　

大
阪
で
発
生
し
た
地
震
の

影
響
で
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
崩

壊
し
、
通
学
途
中
の
児
童
が
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
下
敷
き
に
な
っ
て
亡

く
な
る
事
故
が
起
き
た
。
文
科
省

は
全
国
の
学
校
に
危
険
な
ブ
ロ
ッ

ク
塀
が
な
い
か
緊
急
調
査
を
行
う

よ
う
に
指
導
し
た
が
、
本
町
の
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
っ
た
場
合
は
ど

う
さ
れ
る
か
。

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
学
校
だ

け
の
問
題
で
は
な
い
。
民
間
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
に
つ
い
て
も
対
策
が
必

要
で
あ
る
。
通
学
道
路
沿
い
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
調
査
は
さ
れ
た
か
。

ま
た
、
民
間
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
調

査
は
行
っ
た
か
。

　

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
費
用

に
助
成
を
行
う
自
治
体
も
あ
る
。

本
町
も
支
援
策
や
助
成
策
を
す
べ

き
と
思
う
が
そ
の
考
え
は
あ
る
か
。

学
校
教
育
課
長　

本
町
の
調
査
結

果
は
、
宮
原
小
に
昭
和
15
年
に
建

設
さ
れ
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ
る
。

町
道
改
修
工
事
に
よ
り
す
で
に
撤

去
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
竜
北
西

部
小
の
南
側
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
あ

る
が
、
違
法
性
は
な
い
も
の
の
撤

去
を
予
定
し
て
い
る
。

　

各
校
で
通
学
道
路
の
調
査
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ひ
び
割
れ
、

破
損
や
傾
斜
が
生
じ
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
は
、
竜
北
西
部
小
3
カ

所
、
竜
北
東
小
3
カ
所
、
宮
原
小

21
カ
所
、
竜
北
中
6
ヵ
所
の
報
告

が
き
て
い
る
。
張
紙
を
付
け
る
な

ど
し
て
注
意
を
喚
起
し
、
保
護
者

に
も
周
知
し
た
。

建
設
下
水
道
課
長　

現
時
点
で
の

町
の
支
援
策
は
な
い
。
熊
本
県
で

は
熊
本
や
大
阪
で
の
地
震
の
発
生

に
よ
り
現
行
基
準
を
満
た
さ
な
い

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
危
険
性
が
認
識
さ

れ
、
危
険
性
の
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀

に
つ
い
て
は
、
注
意
喚
起
が
重
要

と
考
え
安
全
対
策
へ
の
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
熊
本
県
は
民
間
の
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
対
す
る
補
助
制
度

を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。
10
月

に
県
の
説
明
会
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
氷
川
町
に
お
い
て
は
事
業
の

必
要
性
及
び
開
始
時
期
を
検
討
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

吉川 義雄
議員

そ
こ
が
　
き
た
い

聞
一
般
質
問

５
議
員
立
つ

災
害
へ
の
備
え
は
で
き
て
い
る
か
。

議
員　

ど
の
様
な
災
害
が
予
測
さ

れ
る
か
。

総
務
課
長　

平
成
28
年
の
熊
本
地

震
を
経
験
し
て
再
度
の
見
直
し
を

行
っ
た
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て

地
震
、
津
波
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
、

風
水
害
に
よ
る
洪
水
、
土
石
流
や

急
傾
斜
地
で
の
土
砂
災
害
を
想
定

し
て
い
る
。

議
員　

危
険
個
所
の
点
検
は
ど
う

し
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

平
常
時
に
危
険
個
所

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
も
、
河

川
堤
防
や
地
山
の
亀
裂
な
ど
見
え

る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
点
検
を

行
う
と
い
う
こ
と
は
や
っ
て
い
な

い
が
、
梅
雨
期
、
大
雨
期
に
は
異

常
が
な
い
か
な
ど
巡
回
し
、
消
防

団
に
も
依
頼
し
て
い
る
。

議
員　

氷
川
町
内
の
雨
量
計
の
設

置
数
と
場
所
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

総
務
課
長　

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
県
が
役
場
本
庁
舎
及
び

立
神
橋
に
各
1
基
設
置
し
て
い
る
。

議
員　

ど
れ
位
の
雨
量
で
ど
ん
な

被
害
が
出
る
か
予
測
で
き
る
か
。

総
務
課
長　

雨
量
で
の
把
握
は
し

て
い
な
い
が
、
大
雨
に
よ
っ
て
起

き
る
洪
水
を
予
想
し
て
い
る
。
氷

川
、
八
間
川
、
島
崎
川
、
弥
勒
川
、

大
鞘
川
の
溢
水
が
予
想
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
急
傾
斜
地
の
崩
壊
や
土

石
流
の
危
険
地
帯
と
し
て
94
箇
所

が
県
か
ら
指
定
さ
れ
て
い
る
。

議
員　

防
災
計
画
と
避
難
情
報
は

住
民
に
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

防
災
計
画
の
周
知
は

洪
水
、
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
、

地
震
防
災
マ
ッ
プ
な
ど
と
と
も
に

周
知
を
図
っ
て
い
る
。
避
難
情
報

は
早
め
の
避
難
準
備
（
自
主
避

難
）
を
呼
び
掛
け
安
全
確
保
に
努

め
て
い
る
。
更
に
平
成
28
年
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
地
区
防
災
計
画

で
も
住
民
に
啓
発
周
知
を
お
こ

な
っ
て
い
る
。

議
員　

過
去
5
年
間
で
何
回
避
難

勧
告
、
指
示
が
出
さ
れ
た
か
。
又

実
際
に
避
難
し
た
人
は
ど
れ
く
ら

い
に
な
っ
た
か
。

総
務
課
長　

過
去
に
お
い
て
の
避

難
勧
告
、
指
示
の
発
令
は
あ
っ
て

い
な
い
。
熊
本
地
震
の
時
も
16
日

に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
た
が
、

そ
の
時
も
住
民
の
方
が
非
常
事
態

を
確
認
さ
れ
自
主
的
に
避
難
を
さ

れ
て
い
る
。
実
際
の
避
難
者
数
は

1
8
0
5
人
が
最
高
で
あ
っ
た
が
、

こ
れ
に
は
屋
外
の
車
中
泊
な
ど
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。

議
員　

避
難
所
の
収
容
人
員
は
何

名
位
ま
で
可
能
か
。
ま
た
増
や
す

こ
と
は
可
能
か
。

総
務
課
長　

指
定
避
難
所
と
し
て

11
箇
所
を
指
定
し
て
い
る
が
施
設

ご
と
の
収
容
人
員
は
指
定
し
て
い

な
い
。
3
0
0
0
人
の
避
難
を
想

定
し
て
備
蓄
品
の
調
達
を
行
っ
て

い
る
。
主
な
施
設
は
既
に
指
定
し

て
あ
り
今
後
、
支
援
が
必
要
な
要

支
援
者
を
対
象
と
し
た
福
祉
避
難

所
の
設
置
を
考
え
る
と
増
や
す
の

は
難
し
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て

議
員　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
他
市
町

村
か
ら
の
支
援
者
の
受
け
入
れ
は

考
え
て
い
る
か
。
そ
の
際
の
活
動

拠
点
は
考
え
て
い
る
か
。
避
難
所

が
停
電
と
な
っ
た
場
合
の
対
策
は

考
え
て
あ
る
か
。
一
時
避
難
場
所

と
し
て
地
区
公
民
館
の
活
用
は
出

来
な
い
か
。

総
務
課
長　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支

援
の
受
け
入
れ
は
想
定
し
て
い
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
を
得
て
、

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
計
画
を
し
て
お
り
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
受
け
付
け
、
運
営
や

調
整
な
ど
を
支
援
す
る
。

　

又
避
難
所
が
停
電
し
た
場
合
の

対
策
は
、
公
共
の
施
設
を
避
難
所

と
し
て
い
る
の
で
そ
の
施
設
の
自

家
発
電
設
備
が
あ
れ
ば
そ
れ
で
の

対
応
と
な
る
。

　

自
主
避
難
場
所
と
し
て
の
地
区

公
民
館
の
活
用
に
つ
い
て
は
非
常

事
態
が
発
生
し
た
場
合
の
自
助
、

共
助
の
役
割
や
行
動
計
画
、
避
難

方
法
、
避
難
場
所
な
ど
を
計
画
し

た
地
区
防
災
計
画
に
基
づ
い
て
活

用
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

た
だ
災
害
の
内
容
に
よ
っ
て
は
避

難
場
所
と
し
て
使
用
で
き
な
い
場

合
も
想
定
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

防
災
協
定
の
状
況
に
つ
い
て

議
員　

防
災
協
定
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

総
務
課
長　

平
成
22
年
5
月
か
ら

平
成
27
年
11
月
ま
で
国
交
省
九
州

地
方
整
備
局
は
じ
め
、
県
内
市
町

村
や
大
空
町
、
消
防
関
係
、
郵
便

局
、
各
種
業
界
団
体
や
会
社
な
ど

と
災
害
時
に
お
け
る
飲
料
や
物
資

の
供
給
、
応
急
対
策
活
動
、
救
護

等
の
応
援
態
勢
、
消
防
力
を
活
用

し
た
災
害
被
害
の
軽
減
等
々
九
つ

の
相
手
方
と
協
定
を
結
ん
で
い
る
。

議
員　

先
程
の
避
難
所
の
停
電
対

策
の
件
だ
が
、
大
き
な
災
害
が
発

生
し
た
場
合
、
長
期
間
の
避
難
生

活
を
強
い
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
断
た
れ
る
と
避

難
生
活
そ
の
も
の
に
も
大
き
な
支

障
が
生
じ
る
。
必
要
最
低
限
の
電

力
確
保
の
た
め
電
気
自
動
車
販
売

会
社
や
バ
ッ
テ
リ
ー
会
社
、
建
設

機
械
リ
ー
ス
会
社
の
非
常
用
発
電

機
等
と
の
協
定
は
結
べ
な
い
か
検

討
を
お
願
い
し
た
い
。

一般質問

清田 一敏
議員

Ｑ：防災計画と避難情報は周知徹底されているか
Ａ：地区防災計画等で周知している

Ｑ：災害時のボランティアの受け入れは考えているか
Ａ：受け入れの方向で計画している

Ｑ：小中学校のエアコン設置はいつか
Ａ：31年度に中学校、32年度に小学校
　　を予定している

Ｑ：危険ブロック塀の調査を実施したか
Ａ：危険な場所を把握し対応した

清田 一敏 吉川 義雄
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一般質問

人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て

議
員　

今
回
は
人
口
減
少
問
題
1

点
に
つ
い
て
お
尋
ね
す
る
。
氷
川

町
合
併
前
、
旧
竜
北
町
・
宮
原
町

合
わ
せ
て
1
万
3
7
6
5
人
の
人

口
だ
っ
た
。
そ
れ
が
、
最
近
広
報

紙
に
載
っ
た
平
成
30
年
6
月
30
日

現
在
で
、
1
万
2
千
人
ち
ょ
う
ど

で
1
7
6
5
人
、
12.
8
%
の
減

と
い
う
こ
と
で
激
減
し
て
い
る
。

こ
こ
で
細
目
と
し
て
、
ア
、
直
近

の
状
況
を
人
口
構
成
を
含
み
、
イ
、

こ
れ
ま
で
の
対
策
と
そ
の
効
果
に

つ
い
て
、
ウ
、
対
策
の
中
で
改
善

が
必
要
な
も
の
等
詳
し
く
説
明
願

い
た
い
。

町
民
環
境
課
長　

8
月
末
で
1
万

1
9
5
8
人
で
、
0
〜
14
歳

1
3
6
1
人
で　

11.
38
%
、
15
〜

64
歳
が
6
1
9
9
人　

51.
84
%
、

65
歳
以
上
4
3
9
8
人
36.
78
%

で
す
。
75
歳
以
上
は
2
3
9
4
人

20.
02
%
で
あ
る
。

議
員　

日
本
国
で
も
2
0
0
8
年

が
ピ
ー
ク
で
1
億
2
8
0
8
万
人

が
、
2
0
1
7
年
10
月
1
日
で
は

1
億
2
6
7
0
万
人
で
1
3
8
万

人
の
減
少
で
あ
る
。
人
口
の
構
成

比
で
生
産
年
齢
人
口
が
7
6
0
0

万
人
60
%
な
の
で
、
本
町
は

10
%
ほ
ど
少
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
若
年
女
性
人
口

20
〜
39
歳
に
つ
い
て
も
教
え
て
い

た
だ
き
た
い
。

町
民
環
境
課
長　

1
0
1
4
人　

8.
5
%
で
あ
る
。

健
康
福
祉
課
長　

医
療
費
助
成
を

15
歳
か
ら
18
歳
に
拡
大
し
、
子
育

て
世
代
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

く
。

商
工
観
光
課
長　

企
業
誘
致
を
進

め
雇
用
創
出
や
創
業
支
援
、
リ

フ
ォ
ー
ム
等
へ
の
補
助
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

総
務
振
興
課
長　

移
住
・
定
住
対

策
と
し
て
、
空
き
家
バ
ン
ク
の
登

録
制
度
を
活
用
し
、
9
月
末
ま
で

に
10
件
ほ
ど
実
績
が
あ
る
。

農
業
振
興
課
長　

氷
川
町
の
様
々

な
農
産
品
の
生
産
性
を
上
げ
農
業

経
営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
農
業

就
業
人
口
減
少
対
策
の
一
つ
で
あ

る
。

議
員　

人
口
構
成
比
の
中
で
結
論

か
ら
申
し
上
げ
る
と
生
産
年
齢
人

口
が
、
国
全
体
と
比
較
す
る
と

10
%
ほ
ど
弱
い
こ
こ
の
人
口
を

強
化
維
持
し
、
こ
れ
か
ら
の
世
代

の
可
能
性
を
引
き
出
す
こ
と
。
氷

川
町
は
医
療
、
介
護
施
設
も
充
実

し
、
住
宅
、
居
住
環
境
も
整
い
、

他
市
町
に
負
け
な
い
と
自
負
し
て

い
る
。

　

地
方
創
生
も
言
い
切
っ
て
し
ま

う
と
若
者
が
働
け
る
場
所
を
作
る
、

働
き
に
行
け
る
住
ま
い
を
用
意
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

ぜ
ひ
、
そ
の
点
を
P
R
し
て
、

町
、
議
員
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
実

態
や
情
報
を
共
有
し
て
、
人
口
維

持
、
減
少
を
防
ぐ
こ
と
に
努
力
し

て
い
こ
う
。
町
長
に
、
所
感
が
あ

れ
ば
お
願
い
し
た
い
。

藤
本
町
長　

担
当
課
長
が
申
し
上

げ
た
政
策
を
総
合
的
に
進
め
、
人

口
維
持
に
取
り
組
む
。

河口 涼一
議員

Ｑ：人口減少問題の対策はどうなっているか
Ａ：医療費助成を18歳に拡大し子育て世代を支援する
Ａ：移住・定住対策として空き家バンク制度を活用する
Ａ：農業経営の安定化と産地体制強化を支援する

一般質問

議
員　

本
町
は
、
農
業
立
町
と
い

う
方
針
で
行
政
が
推
移
し
て
い
る

が
、
耕
作
放
棄
地
の
問
題
が
発
生

し
て
い
る
。
私
が
農
業
に
従
事
し

て
53
年
に
な
る
が
、
戦
後
の
食
糧

難
の
時
代
に
は
考
え
ら
れ
な
か
っ

た
耕
作
放
棄
地
に
よ
る
色
々
な
問

題
が
「
今
」
生
じ
て
い
る
。

　

農
業
の
後
継
者
不
足
、
後
継
者

が
い
て
も
嫁
さ
ん
が
い
な
い
、
そ

の
よ
う
な
現
実
を
多
数
見
た
り
、

聞
い
た
り
し
て
い
る
。
ど
の
産
業

も
そ
う
で
あ
る
が
、
人
材
が
い
な

い
と
次
世
代
へ
の
発
展
は
な
い
。

町
の
取
組
、
攻
め
る
農
業
へ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
聞
き
た
い
。

　

2
0
1
6
年
の
改
正
農
業
委
員

会
法
施
行
で
選
出
方
法
が
市
町
村

長
に
よ
る
任
命
制
に
変
更
に
な
り
、

本
町
も
7
月
20
日
よ
り
新
制
度
に

な
っ
た
。
農
業
委
員
と
最
適
化
推

進
委
員
の
取
組
む
内
容
、
ま
た
、

本
町
の
耕
作
放
棄
地
の
面
積
は
ど

の
位
か
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

毎
年
8

〜
9
月
に
か
け
て
農
業
委
員
に
よ

る
耕
作
放
棄
地
の
調
査
を
行
っ
て

い
る
。
平
成
29
年
度
末
時
点
は
約

1
0
3.
6
ha
で
あ
る
。
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
、
国
道
3
号
線
よ
り
山

手
の
農
地
で
、
放
棄
地
全
体
の
約

9
割
を
占
め
て
い
る
。

議
員　

農
業
委
員
と
最
適
化
推
進

委
員
の
取
組
み
の
内
容
は
。

農
業
委
員
会
事
務
局
長　

7
月
20

日
か
ら
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最

適
化
推
進
委
委
員
に
よ
る
新
体
制

に
移
行
し
た
。
現
行
の
農
地
法
許

認
可
業
務
に
加
え
て
、「
農
地
の

担
い
手
へ
の
集
積
」、「
遊
休
農
地

の
解
消
及
び
発
生
防
止
」、「
新
規

就
農
の
促
進
」
と
い
う
3
業
務
が

必
須
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

た
。

　
「
遊
休
農
地
の
解
消
及
び
発
生

防
止
」
に
は
、
認
定
農
業
者
で
あ

る
担
い
手
や
集
落
営
農
法
人
に
呼

び
か
け
て
借
入
に
つ
な
げ
た
い
。

将
来
、
耕
作
を
断
念
す
る
見
込
み

の
農
地
に
つ
い
て
も
、
早
め
の
対

策
を
講
じ
て
発
生
防
止
に
力
を
入

れ
た
い
。

議
員　

農
業
後
継
者
不
足
に
つ
い

て
の
取
組
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

60
歳
以
上
で
経
営
さ
れ
て
い
る
農

家
数
は
。

農
業
振
興
課
長　

60
歳
以
上
の
農

家
数
は
、
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
数

値
で
、
経
営
耕
地
面
積
30
a
以

上
又
は
、
農
作
物
販
売
金
額
50
万

円
以
上
の
販
売
農
家
で
答
え
た
い
。

　

平
成
27
年
度
で
6
5
8
戸
、
内

60
歳
以
上
の
農
家
は
、
3
8
3
戸
、

58
%
が
60
歳
以
上
の
農
業
者
が

経
営
さ
れ
る
農
家
と
な
る
。
平
成

22
年
度
の
調
査
で
は
、
7
1
6
戸
、

内
経
営
者
が
60
歳
以
上
の
農
家
は
、

3
3
1
戸
、
46
%
。
5
年
間
で
52

戸
増
加
、
12
%
の
増
と
な
る
。

議
員　

後
継
者
の
い
な
い
農
家
数

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

農
業
振
興
課
長　

前
の
答
弁
と
同

様
に
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
数
値
で

答
え
た
い
。
販
売
農
家
6
5
8
戸

の
内
、
2
2
3
戸
に
世
帯
内
、
又

は
離
れ
て
住
ん
で
い
る
家
族
に
後

継
者
又
は
予
定
者
が
い
る
と
な
っ

て
い
る
。
よ
っ
て
、
後
継
者
の
い

な
い
農
家
数
は
4
3
5

戸
で
、
66
%
に
な
る
。

議
員　

農
業
後
継
者
の

嫁
さ
ん
対
策
と
し
て
、

今
ま
で
の
婚
活
事
業
は

ど
う
い
う
取
組
み
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

町
が

行
っ
て
い
る
婚
活
支
援

事
業
は
、
結
婚
を
望
む

独
身
男
女
に
出
会
い
の

場
を
創
出
す
る
と
共
に
、

氷
川
町
に
定
住
す
る
人

口
の
増
加
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　

平
成
28
年
か
ら
は
町

の
主
催
で
行
っ
て
い
る
。

以
前
は
、
氷
川
町
農
業

振
興
協
議
会
の
主
催
で

農
業
後
継
者
の
独
身
男

性
を
対
象
に
イ
ベ
ン
ト

が
行
わ
れ
て
い
た
。
22
年
度
か
ら

現
在
ま
で
6
組
が
結
婚
さ
れ
た
。

　

29
年
度
は
イ
ベ
ン
ト
を
2
回
開

催
し
た
。
30
年
度
は
定
住
自
立
圏

で
あ
る
八
代
市
、
芦
北
町
と
の
連

携
を
図
り
、
お
互
い
の
イ
ベ
ン
ト

へ
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
八
代
市
及
び
芦
北
町
の
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
費
を
助
成
す
る

「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
支
援
助

成
金
」
を
創
設
し
た
。
今
後
も
支

援
を
続
け
た
い
。

木下　厚
議員

Ｑ：耕作放棄地への取組は?
　Ａ：担い手の集積、遊休農地の解消と発生防止に取り組む
Ｑ：農業後継者への取組は?
　Ａ：婚活事業で支援する
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第１章 人口ビジョン  

 
- 

 

氷川町の総人口と年齢 3 区分別人口および構成比の推移 

 
 昭和 60 年 平成２年 平成７年 平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 

総人口 14,798  14,646  14,287  13,725  13,232  12,715  
男 6,963  6,851  6,717  6,423  6,186  5,877  
女 7,835  7,795  7,570  7,302  7,046  6,838  

男性比 47% 47% 47% 47% 47% 46% 
女性比 53% 53% 53% 53% 53% 54% 

総務統計局「国勢調査」（平成 12 年以前は、旧竜北町と旧宮原町の数値の合計）より作成  
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一般質問

議
員　

高
齢
者
等
の
町
内
移
送
手

段
対
策
・
足
の
確
保
は
極
め
て
重

要
な
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
町
が

独
自
で
施
策
を
早
急
に
打
つ
べ
き

も
の
と
考
え
る
。
高
齢
者
の
足
の

確
保
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
ま
だ
結
果

が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
調
査
の

具
体
的
内
容
と
調
査
結
果
を
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

総
務
課
長　

公
共
交
通
施
策
推
進

の
基
礎
資
料
を
目
的
に
、
3
月
に

満
足
度
調
査
と
一
緒
に
実
施
し
た
。

8
5
5
件
の
回
答
が
あ
り
、
回
答

率
は
22
％
だ
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
回
答
者

の
性
別
・
年
齢
・
地
区
等
の
属
性

と
、
運
転
免
許
の
有
無
、
原
付
バ

イ
ク
以
上
の
交
通
移
動
手
段
の
有

無
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
回
答
者
は

60
歳
以
上
の
女
性
で
運
転
免
許
を

保
有
し
、
自
分
で
交
通
手
段
を

持
っ
て
い
る
人
が
多
か
っ
た
。

　

次
に
、
日
常
の
外
出
状
況
を
尋

ね
た
。
外
出
目
的
は
、
買
い
物
・

通
院
・
通
勤
通
学
が
全
体
の
86
％

を
占
め
た
。
外
出
先
は
、
隣
接
の

八
代
市
及
び
宇
城
市
が
62
％
、
町

内
が
33
％
、
そ
れ
以
外
が
5
％
で

あ
っ
た
。
移
動
手
段
は
、
自
動
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
運
転
が
91
％
で
、

バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
公
共
交
通
機

関
利
用
者
は
6
％
だ
っ
た
。
自
動

車
や
公
共
交
通
手
段
が
な
く
て
困

る
と
の
回
答
は
32
％
だ
っ
た
。
こ

の
結
果
は
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
が
、

運
転
免
許
を
保
有
し
、
移
動
手
段

が
あ
る
人
が
多
か
っ
た
た
め
と
分

析
し
た
。

　

次
に
、
既
存
の
路
線
バ
ス
の
利

用
状
況
を
尋
ね
た
。
路
線
バ
ス
の

利
用
者
は
8
％
だ
っ
た
。
利
用
し

て
い
な
い
理
由
は
、
1
日
の
運
行

回
数
が
少
な
い
、
目
的
地
近
く
ま

で
の
路
線
が
な
い
な
ど
が
多
か
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
環
境
が
改
善
さ

れ
れ
ば
、
73
％
の
人
が
将
来
的
に

利
用
す
る
と
の
回
答
だ
っ
た
。

　

最
後
に
、
移
動
手
段
確
保
事
業

を
実
施
し
た
と
き
、
利
用
し
た
い

内
容
を
尋
ね
た
。
タ
ク
シ
ー
が

50
％
、
町
内
循
環
バ
ス
が
21
％
、

路
線
バ
ス
が
16
％
、
予
約
型
乗
合

い
バ
ス
及
び
タ
ク
シ
ー
が
13
％

だ
っ
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
分
析
に
手
間

取
り
8
月
中
旬
に
整
理
が
で
き
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

議
員　

こ
れ
ま
で
に
地
区
要
望
で

町
内
循
環
バ
ス
の
導
入
や
、
先
進

事
例
と
し
て
予
約
型
乗
合
い
タ
ク

シ
ー
な
ど
の
方
策
も
あ
る
が
、
そ

の
よ
う
な
検
討
も
な
さ
れ
た
か
。

総
務
課
長　

高
齢
者
等
の
交
通
弱

者
に
対
す
る
移
動
手
段
と
し
て
は
、

地
域
公
共
交
通
会
議
を
設
置
し
、

地
域
の
同
意
形
成
を
図
り
陸
運
局

の
許
可
を
受
け
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
バ
ス
、
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
が
あ

る
。
認
可
不
要
の
事
業
は
市
町
村

が
行
う
無
料
の
福
祉
バ
ス
、
福
祉

タ
ク
シ
ー
、
ま
た
タ
ク
シ
ー
利
用

料
金
補
助
事
業
が
あ
る
。
町
内
循

環
バ
ス
は
無
償
の
福
祉
バ
ス
と
し

て
運
行
で
き
る
が
、
発
着
所
・
運

行
ル
ー
ト
を
作
り
、
利
用
者
が
い

な
く
て
も
運
行
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
弱
点
が
あ
る
。
予
約

型
乗
合
い
タ
ク
シ
ー
は
実
証
実
験

を
す
る
場
合
、
地
域
公
共
交
通
会

議
で
の
合
意
形
成
が
必
要
と
な
る
。

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
は
受
託
す
る
タ

ク
シ
ー
事
業
所
の
車
両
や
運
転
手

の
確
保
が
必
要
と
な
り
、
受
託
が

不
明
で
あ
る
。
利
用
し
や
す
さ
の

観
点
か
ら
、
個
人
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
て
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
際
の
、
利
用
料
金
補
助

制
度
が
合
理
的
で
は
な
い
か
と
考

え
、
そ
の
方
向
で
進
め
て
い
る
。

議
員　

昨
年
12
月
議
会
で
は
、
タ

ク
シ
ー
券
の
助
成
を
検
討
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
事
業

開
始
時
期
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
検

討
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
。

総
務
課
長　

3
月
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
分
析
し
、
タ
ク

シ
ー
利
用
助
成
事
業
で
実
施
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。
今
の
段
階
で

は
定
額
補
助
に
よ
る
事
業
を
考
え

て
い
る
。
し
か
し
補
助
対
象
者
を

ど
の
範
囲
ま
で
広
げ
る
の
か
が
問

題
で
あ
る
。
1
0
0
0
名
程
登
録

さ
れ
て
い
る
災
害
時
の
要
配
慮
者

に
限
定
す
る
の
か
、
一
定
の
年
齢

以
上
の
方
全
員
を
対
象
と
す
る
の

か
。
対
象
者
の
絞
り
込
み
と
、
そ

れ
に
伴
う
総
事
業
費
の
検
討
が
必

要
で
あ
る
。
31
年
度
か
ら
の
実
施

計
画
で
今
準
備
を
進
め
て
い
る
。

藤
本
町
長　

高
齢
者
の
交
通
手
段

は
、
以
前
か
ら
の
課
題
で
あ
る
が
、

決
め
手
と
い
う
策
が
な
か
っ
た
。

今
、
だ
ん
だ
ん
絞
り
込
ん
だ
中
で

最
終
的
に
タ
ク
シ
ー
券
の
助
成
が

一
番
効
率
的
で
あ
る
と
判
断
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
他
の
方
策
も
検

討
し
て
み
て
は
ど
う
か
と
質
問
に

あ
っ
た
が
、
改
め
て
検
討
を
し
始

め
る
と
、
ま
た
時
期
が
ず
れ
て
し

ま
う
の
で
、
こ
の
ま
ま
進
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
。

西尾 正剛
議員

一般質問一般質問

　

当
委
員
会
で
の
付
託
案
件
は

条
例
1
件
、
予
算
1
件
、
契
約

1
件
。

　

当
委
員
会
は
、
9
月
24
日
役

場
大
会
議
室
で
、
関
係
課
長
よ

り
説
明
を
求
め
な
が
ら
審
査
を

行
っ
た
。

　

付
託
案
件
は
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。
主

な
質
疑
に
つ
い
て
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

議
案
第
39
号
　
氷
川
町
移
住
体

験
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

吉
川
議
員　

ふ
く
ろ
う
館
は
指

定
管
理
者
に
委
託
を
さ
れ
る
と

の
こ
と
だ
っ
た
が
、
栫
住
宅
の

場
合
は
ど
う
す
る
の
か
。

総
務
振
興
課
長　

宮
原
振
興
局

か
ら
さ
ほ
ど
遠
く
な
い
の
で
、

町
で
管
理
を
予
定
し
て
い
る
。

今
後
、
適
切
な
管
理
が
出
来
る

者
へ
の
委
託
も
考
え
ら
れ
る
。

吉
川
議
員　

将
来
的
に
町
へ
の

移
住
を
希
望
し
て
い
る
も
の
と

あ
る
が
ど
う
判
断
す
る
か
。

総
務
振
興
課
長　

町
に
移
住
し

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
前
提
で
、

使
用
者
の
考
え
を
聞
い
て
柔
軟

に
判
断
し
た
い
。

木
下
議
員　

住
民
を
増
や
す
た

め
に
は
、
月
3
万
円
の
使
用
料

を
も
っ
と
下
げ
た
方
が
い
い
の

で
は
な
い
か
。

総
務
振
興
課
長　

一
般
の
一
戸

建
て
の
家
賃
は
月
5,
6
万
円

程
に
な
っ
て
い
る
。
栫
の
住
宅

は
昭
和
54
年
頃
の
建
築
で
あ
り
、

今
回
、
改
修
し
リ
フ
ォ
ー
ム
し

て
い
る
。
今
後
の
利
用
状
況
を

見
て
、
使
用
料
の
見
直
し
の
可

能
性
も
出
て
く
る
の
で
は
な
い

か
。

議
案
第
41
号
　
平
成
30
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

に
つ
い
て

河
口
議
員　

財
産
収
入
6
万
1

千
円
の
内
訳
は
。

生
涯
学
習
課
長　

土
地
建
物
等

貸
付
収
入
で
、
氷
川
町
公
民
館

の
南
側
に
あ
る
屋
外
駐
車
場
を

病
児
・
病
後
児
保
育
施
設
の
建

設
に
伴
う
業
者
用
の
駐
車
場
の

確
保
と
し
て
八
代
北
部
地
域
医

療
セ
ン
タ
ー
が
借
用
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
が
1
カ
月
。

あ
と
早
尾
園
、
八
祥
苑
の
新
築

工
事
で
工
事
現
場
の
方
々
が
2

カ
月
借
用
。
条
例
に
基
づ
き
3

カ
月
で
6
万
1
千
円
を
計
上
し

て
い
る
。

長
尾
議
員　

財
政
調
整
基
金
に

4
億
5
千
万
を
積
み
立
て
る
こ

と
の
目
的
は
何
か
。

企
画
財
政
課
長　

平
成
29
年
度

に
5
億
円
を
取
り
崩
し
て
い
る
。

補
助
金
や
起
債
は
4
月
か
ら
5

月
に
入
金
さ
れ
る
も
の
も
多
く

年
度
末
は
現
金
が
不
足
す
る
。

不
足
を
補
う
た
め
取
り
崩
し
て

い
る
の
で
そ
れ
を
補
て
ん
す
る

た
め
に
積
み
立
て
る
。

吉
川
議
員　

ペ
ル
ー
熊
本
県
人

会
移
住
1
1
5
周
年
、
創
立

1
0
0
周
年
記
念
品
の
内
容
は

何
か
。

総
務
課
長　

11
月
6
日
か
ら
13

日
ま
で
の
日
程
で
町
長
、
議
長
、

随
行
職
員
の
3
名
が
出
席
す
る
。

記
念
品
は
報
償
費
で
計
上
し
、

相
手
先
は
、
主
に
県
人
会
で
、

あ
と
現
地
の
市
、
市
議
会
、
公

的
機
関
に
い
草
を
使
っ
た
タ
ペ

ス
ト
リ
ー
や
、
い
草
コ
ー
ス

タ
ー
な
ど
の
い
草
加
工
品
を
記

念
品
と
し
て
贈
り
た
い
。

吉
川
議
員　

交
通
安
全
対
策
費

の
工
事
請
負
費
、
交
通
安
全
施

設
整
備
工
事
の
内
訳
は
。

総
務
課
長　

地
区
要
望
の
6
カ

所
で
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
、
道
路
外

側
線
、
停
止
線
の
修
繕
を
一
括

し
て
発
注
す
る
も
の
で
あ
る
。

河
口
議
員　

過
誤
納
還
付
金
の

内
容
は
何
か
。

税
務
課
長　

住
民
税
、
法
人
住

民
税
、
固
定
資
産
税
の
修
正
申

告
等
で
現
在
30
件
の
還
付
が

あ
っ
て
い
る
。
2
0
0
万
計
上

し
て
い
た
が
不
足
と
見
込
み
を

含
ん
で
の
計
上
で
あ
る
。

議
案
第
45
号
　
物
品
売
買
契
約

の
締
結
に
つ
い
て

木
下
議
員　

指
名
業
者
は
何
社

だ
っ
た
か
。

総
務
課
長　

指
名
業
者
は
5
社

で
あ
る
。

吉
川
議
員　

軽
四
輪
駆
動
車
の

理
由
は
。
他
自
治
体
と
の
比
較

は
さ
れ
た
か
。

総
務
課
長　

今
回
初
め
て
で
10

年
程
購
入
が
な
か
っ
た
が
山
の

方
も
車
で
行
け
る
よ
う
に
四
輪

駆
動
車
と
し
た
。
ま
た
他
自
治

体
に
も
話
を
聞
い
て
実
施
し
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告

清
田　

一
敏 

委
員
長

委員会報告

Ｑ：町内循環バスや予約型乗合バス等導入でき
ないか

Ａ：それぞれを検討し、来春からタクシー券
を助成する計画

タクシー
50％

アンケート調査結果より

町内循環バス
２１％

路線バス
１６％

予約型
乗合バス・
タクシー

利用したい移動手段

１３％

移住体験住宅
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産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会
審
査
報
告

片
山　

裕
治 

委
員
長

委員会報告

　

当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
案

件
は
、
条
例
1
件
、
予
算
3
件
、

そ
の
他
1
件
。

　

当
委
員
会
は
、
9
月
14
日
、

役
場
大
会
議
室
で
、
関
係
課
長

よ
り
説
明
を
求
め
な
が
ら
審
査

を
行
っ
た
。

　

付
託
案
件
は
採
択
の
結
果
全

員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
た
。
主
な

質
疑
に
つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
議
案
第
41
号
、
平
成
30
年
度
氷

川
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）
に
つ
い
て
、

西
尾
議
員　

住
宅
管
理
費
、
工

事
費
、
有
佐
駅
前
団
地
内
部
改

修
工
事
で
、
地
震
関
連
の
補
助

は
な
い
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

災
害
復
旧

事
業
は
報
告
期
限
が
あ
り
、
原

因
調
査
に
時
間
を
要
し
、
単
費

事
業
で
行
う
。

米
村
議
員　

農
地
費
、
負
担
金

補
助
及
び
交
付
金
、
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
と
は
。

農
地
整
備
課
長　

農
振
・
農
用

地
で
、
柳
の
江
・
東
網
道
・
若

洲
・
立
石
地
区
の
4
地
区
が
、

新
た
に
取
り
組
ま
れ
る
。

米
村
議
員　

事
業
内
容
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

農
地
整
備
課
長　

農
地
、
水
路
、

農
道
な
ど
を
農
家
と
集
落
住
民

が
同
じ
環
境
保
全
活
動
を
行
う

が
、
農
道
の
舗
装
や
水
路
の
草

刈
り
、
泥
上
げ
の
費
用
で
、
反

当
た
り
田
で
3
千
円
、
畑
で
2

千
円
の
補
助
と
な
っ
て
い
る
。

米
村
議
員　

地
域
営
農
組
織
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援
事
業
と
は

な
に
か
。

農
業
振
興
課
長　

設
立
間
も
な

い
集
落
営
農
法
人
に
対
し
て
、

新
規
作
物
導
入
に
伴
う
支
援
で
、

4
組
織
の
補
助
率
は
1
／
2
以

内
と
な
っ
て
い
る
。

米
村
議
員　

熊
本
型
樹
園
地
集

積
モ
デ
ル
事
業
補
助
金
と
は
な

に
か
。

農
業
振
興
課
長　

農
地
集
積
加

速
化
事
業
で
、
話
し
合
い
活
動

に
基
づ
い
て
集
積
さ
れ
た
樹
園

地
の
小
規
模
基
盤
整
備
事
業
で
、

中
大
野
地
区
で
面
積
27.
17
a
、

予
算
の
う
ち
、
県
と
町
が
1
／

2
づ
つ
補
助
す
る
。
他
に
自
己

負
担
も
あ
る
。

片
山
議
員　

道
路
新
設
改
良
費
、

工
事
請
負
費
、
町
道
旧
国
道
2

号
線
の
改
良
で
、
用
水
路
の
切

替
も
す
る
の
か
。
歩
道
も
広
げ

る
の
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

歩
道
と
車

道
幅
を
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。

西
尾
議
員　

な
ぜ
工
法
の
変
更

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。

建
設
下
水
道
課
長　

熊
本
地
震

以
降
諸
経
費
の
1
割
増
し
計
上

漏
れ
と
、
労
務
費
の
上
昇
、
終

点
側
の
工
法
の
変
更
、
正
門
の

工
事
を
計
上
し
た
。

西
尾
議
員　

意
見
と
し
て
は
、

地
区
要
望
で
の
計
上
で
あ
る
が
、

宮
原
地
区
は
3
本
と
少
な
い
。

平
準
化
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
。

三
浦
議
員　

町
道
吉
本
本
山
線

に
つ
い
て
は
、
以
前
の
協
議
の

中
で
、
県
道
に
昇
格
す
る
話
が

出
て
い
た
。
今
後
は
検
討
し
、

進
め
て
ほ
し
い
。

議
案
第
42
号
、
平
成
30
年
度
氷

川
町
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
2
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
43
号
、「
平
成
30
年
度

氷
川
町
下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
1
号
）
に
つ
い

て西
尾
議
員　

消
費
税
の
確
定
申

告
で
、
1
7
0
万
円
の
補
正
と

は
ど
う
い
う
経
由
か
。

担
当
課
長　

毎
年
、
申
告
し
て

い
る
が
、
こ
れ
ま
で
工
事
費
と

の
関
係
で
相
殺
さ
れ
て
い
た
が
、

工
事
費
減
に
よ
り
納
付
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

議
案
第
44
号
、
熊
本
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

西
尾
議
員　

来
年
の
2
月
13
日

ま
で
と
は
何
か
。

健
康
福
祉
課
長　

来
年
の
2
月

が
任
期
と
な
り
、
改
選
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　

総
務
文
教
常
任
委
員
会
は

9
月
25
日
か
ら
27
日
ま
で
、

香
川
県
丸
亀
市
と
徳
島
県
松

茂
町
議
会
、
身
障
者
支
援
施

設
を
訪
問
し
防
災
計
画
と
自

主
防
災
組
織
に
つ
い
て
研
修

を
行
っ
た
。

　

一
日
目
の
丸
亀
市
川
西
地

域
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

は
、
防
災
ま
ち
づ
く
り
大
賞

総
務
大
臣
賞
、
防
災
功
労
者

内
閣
総
理
大
臣
表
彰
等
を
受

賞
さ
れ
る
な
ど
高
い
防
災
意

識
の
も
と
、
縦
割
り
型
の
組

織
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
型

の
組
織
へ
移
行
、
自
主
、
自

発
的
な
活
動
を
展
開
さ
れ
て

い
る
。
自
治
会
加
入
を
促
進

し
、
近
所
間
の
連
携
や
必
要

な
時
に
す
ぐ
利
用
で
き
る
よ

う
に
土
嚢
や
砂
を
置
い
て
あ

る
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
企
業
や

店
舗
と
協
力
し
た
備
蓄
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
社
屋
を
避
難

所
と
し
て
利
用
さ
せ
て
も
ら

う
こ
と
な
ど
、
緊
急
時
に
素

早
い
対
応
が
出
来
る
備
え
が

出
来
て
い
た
。

　

二
日
目
は
松
茂
町
議
会
で

研
修
を
行
っ
た
。
松
茂
町
は

主
に
地
震
、
津
波
に
比
重
を

置
い
た
防
災
計
画
が
立
て
ら

れ
て
い
た
が
、
町
の
政
策
の

一
つ
と
し
て
防
災
用
品
の
購

入
に
対
し
補
助
金
（
限
度
額

一
万
円
）
を
設
け
た
り
、
津

波
避
難
タ
ワ
ー
や
津
波
防
災

セ
ン
タ
ー
の
設
置
な
ど
南
海

ト
ラ
フ
を
想
定
し
た
対
策
が

と
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
年

一
回
の
総
合
防
災
訓
練
や
自

主
防
災
会
に
よ
る
防
災
訓
練

も
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

　

三
日
目
は
身
障
者
施
設

シ
ー
ズ
の
視
察
を
行
っ
た
。

こ
の
施
設
は
阿
南
市
か
ら
福

祉
避
難
所
と
し
て
の
指
定
を

受
け
て
い
る
が
、
自
主
的
な

活
動
と
し
て
地
元
の
小
学
校

や
保
育
園
、
住
民
を
対
象
と

し
た
防
災
教
室
を
開
催
さ
れ

「
自
由
参
加
型
」
か
ら
「
実

演
、
体
験
型
」
に
シ
フ
ト
さ

れ
参
加
者
の
防
災
へ
の
関
心

を
高
め
て
い
る
活
動
を
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
し
て
認

識
を
新
た
に
し
た
点
や
参
考

に
な
っ
た
こ
と
な
ど
我
が
町

の
防
災
に
是
非
、
活
か
し
て

い
き
た
い
と
の
思
い
を
強
く

感
じ
た
。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
視
察
報
告

　

10
月
4
日
嘉
島
町
民
会
館
で
県
内
町

村
議
会
議
員
約
4
0
0
人
が
出
席
。
氷

川
町
議
会
か
ら
も
正
副
議
長
ほ
か
6
名

の
議
員
が
出
席
し
た
。

　

今
年
の
講
演
は
、「
地
方
創
生
と
ま

ち
づ
く
り
」
と
題
し
て
、
テ
レ
ビ
（
カ

ン
ブ
リ
ア
宮
殿
、
ガ
イ
ア
の
夜
明
け
）

や
6
年
前
の
映
画
「
人
生
、
い
ろ
ど

り
」
で
も
有
名
な
株
式
会
社
い
ろ
ど
り

の
社
長
横
石
知
二
氏
で
あ
っ
た
。

　

徳
島
県
上
勝
町
（
人
口
1
6
0
0
人

程
度
の
四
国
で
一
番
小
さ
な
町
。
高
齢

化
率
が
51.
5
％
と
い
う
過
疎
化
と
高

齢
化
が
進
む
町
）
で
、
昭
和
61
年
に
当

時
農
協
職
員
の
横
石
氏
が
試
験
的
に
考

案
し
た
の
が
「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
」
で

あ
る
。
料
理
の
つ
ま
物
と
し
て
商
品
化

し
、
そ
れ
が
年
商
2
億
円
を
超
え
、
現

在
は
軽
量
野
菜
を
中
心
に
栽
培
品
目
を

増
や
し
、
続
い
て
現
在
は
椎
茸
に
注
目

し
、
年
間
売
り
上
げ
5
億
円
と
成
功
を

収
め
て
い
る
。
地
方
創
生
成
功
事
例
と

し
て
最
も
有

名
で
あ
る
。

　

葉
っ
ぱ
ビ

ジ
ネ
ス
の
ポ

イ
ン
ト
は
、

商
品
が
軽
量

で
綺
麗
で
あ

り
、
女
性
や

高
齢
者
で
も

取
り
組
め
る
こ
と
。
中
に
は
年
収

1
0
0
0
万
円
を
稼
ぐ
高
齢
女
性
も
い

る
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
を
支
え
る
の
は

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
見
る

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
決
ま
っ

た
数
量
を
毎
日
出
荷
す
る
の
で
な
く
、

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
駆
使

し
、「
上
勝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
か
ら
入

る
全
国
の
市
場
情
報
を
分
析
し
て
自
ら

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
、
栽
培
し

た
葉
っ
ぱ
を
全
国
に
出
荷
す
る
そ
う
で

あ
る
。

　

高
齢
者
や
女
性
た
ち
に
仕
事
が
で
き

た
こ
と
で
出
番
と
役
割
が
で
き
、
元
気

に
な
り
、
町
の
雰
囲
気
も
明
る
く
な
っ

た
そ
う
で
あ
る
。「
葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ

ス
」
の
仕
事
が
忙
し
く
な
っ
て
き
た
た

め
、
老
人
ホ
ー
ム
の
利
用
者
が
減
り
、

町
営
の
老
人
ホ
ー
ム
は
な
く
な
っ
た
と

の
こ
と
で
、「
忙
し
ゅ
う
て
、
病
気
に

な
っ
と
れ
ん
」
と
い
う
高
齢
者
や
92
歳

で
木
に
登
る
女
性
の
写
真
も
紹
介
さ
れ

た
。
ち
な
み
に
木
の
名
前
は
「
や
る

木
」
だ
そ
う
で
あ
る
。

　

現
在
、
会
社
は
上
勝
町
か
ら
委
託
を

受
け
て
、
移
住
・
交
流
人
口
の
増
加
、

町
の
フ
ァ
ン
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
も
行
っ
て
い
る

が
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
若
者
が
町
を
訪

れ
て
お
り
、
20
人
が
町
内
に
移
り
住
ん

だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

熊
本
県
町
村
議
会
議
員
研
修
会

委
員
長　

清
田　

一
敏

　

西
尾　

正
剛

宮原小学校正門前工事

研修会の様子



　今回のス
ポットでは
子供達に目
を向けて氷
川町総合型

クラブのサッカークラブを取材しまし
た。練習では、子供達の元気な姿をみ
て頼もしく感じました。頑張れ氷川っ
子をお届けします。さて、今年度９
月 17日は敬老の日でしたが本町も超
高齢化社会になり 100 歳以上の方が
９名、99 歳の方が５名いらっしゃい
ます。議会といたしましても執行部と
一丸となって高齢者福祉の充実を図り、
暮らしやすい環境づくりに力を注いで
まいります。 （片山裕治）
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編集後記

【＋１football について】
　【＋１football】は平成28年6月にスタートしたサッカーチーム活動
です。
　コンセプトを「社会人を育成するサッカーチーム活動」とし、人材育
成をしていく為にサッカーを活用する活動で、現在28名の参加を頂き、
桜ケ丘グラウンドを拠点に活動しております。
　小学校部活の社会体育移行という地域課題を解決する為にスタートし
た＋１football は、学校教育から離れた社会体育の中で、より「教育
的」な運動指導の場を提供する為、『ボトムアップ理論』を採用し、子
ども達が自分達で活動を実践し、指導者はファシリテーターとして関わ
り、子ども達の考え方や思いを引き出しながら運営しております。
　大切な3本柱【挨拶】【返事 (Yes/No)】【３S（整理・整頓・清掃）】
を掲げ、練習時に毎回自分達で確認し活動を行っています。練習メ
ニューも先月より自分達で計画し、【課題を改善する為の練習】を意識
しながら取り組んでいます。
　小学年代でどこまで出来るかを試行錯誤しながら週2回の練習で、子
ども達と共にチャレンジしていっています。 （齋藤）

次号は平成31年 2月発行予定

氷川町総合型地域スポーツクラブ
「ひかわスポーツクラブ」

　プラス ワン　　　　フットボール

＋ 1　football

スポット

第13回九州・沖縄防衛議員連盟連絡協議会総会
　第13回九州・沖縄防衛議員連盟連絡協議会総会が8月29日（水）、長崎県九十九島ベイサイドホテル&リ
ゾートフラッグスにて開催され、上田議長と片山議員の２名が出席した。

日時　毎週火曜・水曜　17:30～19:00
会場　桜ケ丘グラウンド
　　　※雨天時　氷川町公民館
　　　　　　　　or 宮原体育館
担当　齋藤久允

　我が国を含む地域・国際社会の中で安全保障問題が懸念されてい
る。そのような中、本年3月に離島防衛を主な任務とする陸上自衛
隊新組織「水陸機動団」が長崎県佐世保市に新設されるなど、西南
地域の防衛体制強化が図られている。

防衛講話
演題　「我が国の列島線と水陸機動団」
講師　陸上自衛隊　水陸機動団長
　　　　　　陸将補　青木伸一氏

視察
水陸機動団
陸上自衛隊相浦駐屯地
水陸機動団訓練
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